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平成30年度　一般会計当初予算

80億5,015万７千円

≪平成 30 年度の新規事業及び歳出の主なもの≫

・公共施設空調及び照明設備工事（新規）	 3億 4,320万円
　公共施設カーボン・マネジメント強化事業により、大丸小を除く町内の
　小・中学校を対象に上記設備を整備するもの

・農業振興地域整備計画策定業務委託料（新規）	 698万 5千円
　前回の見直しから、概ね 10年が経過したため、平成 30年度において
　整備計画を現状に即した形に見直すもの

・株式会社おおすみ観光未来会議負担金（新規）	 207万円4千円
　大隅４市５町で広域観光を推進し観光による地方創生を実現するための
　組織である上記新法人に対する負担金

・病児保育事業負担金（新規）	 51万 3千円
　志布志市の小児科が行っている病児保育事業に対して、負担する経費

・母子健康手帳アプリケーション使用料（新規）	 13万円
　妊婦健診の情報や育児に関する情報等を発信するための経費

・ふるさと納税謝礼	 ５億円
　ふるさと納税の返礼品等に係る経費

・クロスカントリーコース整備工事	 2,382万 4千円
　くにの松原キャンプ場周辺に、２キロのコースを整備するもの

・学校給食費補助金	 2,035万円
　学校給食費を一人当たり 2,000 円補助するもの

予算総額 122億  9,135万9千円

　一般会計当初予算額は、80 億 5,015 万７千円で対前年比
106％、約４億 2,097 万４千円の増加となっています。
　特別会計の予算額は、３ページのとおりです。
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野方小学校校舎等大規模改造工事　　　　　４億 1,300 万円
　老朽化に伴う野方小学校の改修工事を平成30年度に計画していましたが、平成29年度
の国の補正予算等について、県からの内示があったことから今回前倒しして補正予算に計上
するものです。
	質：当該工事の工期及び内容の説明と、空調の整備については全教室が対象になるのか。

	答：	工期については、平成30年度に工事契約を締結し、来年の２月いっぱいを予定している。
内容については、校舎及びトイレの改修工事（電気設備、給排水設備工事含む）、仮設
校舎の建設と取り壊しを行う。空調整備については，平成30年度に予算計上されるカー
ボン・マネジメント事業により実施する予定であり、教室の利用状況などを考慮した結果、
小学校においては、特別教室（音楽室や理科室等）を除いて整備する計画である。

 施設型給付費　 3,459 万円
　保育園等における運営費（施設型給付費
という）の実績見込みに伴い補正するもの
です。

ふるさと納税謝礼
6 億 4,752 万 3 千円

　ふるさと納税促進事業の実績見込みに伴
い補正するものです。

平成30年度　特別会計当初予算
	国民健康保険事業特別会計予算	 18億5,829万１千円

	介護保険事業特別会計予算	 17億8,145万円　　

	後期高齢者医療特別会計予算	 	１億6,387万３千円

	水道事業会計予算	 	２億2,768万４千円

	公共下水道事業特別会計予算	 	２億			990万４千円

３月補正予算の主なものは、下記のとおり!!

予算総額 122億  9,135万9千円
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決めました!
● 

大
崎
町
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発

展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
�　

国
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
高
い
付
加
価
値
を
創
出
し
、
地
域
の

事
業
者
に
対
す
る
経
済
的
波
及
効
果
を
及
ぼ
す
地
域
経
済
牽
引
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
立
地
促
進
法
を
改
め
、
予
め
県
が

策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る

事
業
者
に
対
し
、
国
税
や
地
方
税
の
課
税
特
例
な
ど
で
設
備
投
資
を
促

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も
、
地
域
経
済

牽
引
事
業
に
取
組
む
企
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
整
備
す
る
た
め
本
条

例
の
制
定
を
行
う
も
の
で
す
。

●
大
崎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　�

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
財
政
責
任
主
体
が
県
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、
地
方
税
法
の
国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
改
正
が
な

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

質
：
今
回
の
一
部
改
正
に
よ
り
、国
保
税
の
算
定
の
方
法
は
変
わ
る
の
か
。

　
答 

：
県
が
財
政
責
任
主
体
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
国
保
税
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
ま
っ
た
く

変
わ
り
ま
せ
ん
。

 

条
例
の
主
な
も
の

●
大
崎
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

�　

介
護
保
険
事
業
の
健
全
か
つ
適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
の
新
し
い
大

崎
町
介
護
保
険
事
業
計
画
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

３
年
間
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
に
か
か
る

介
護
保
険
料
率
の
改
定
や
保
険
料
率
の
適
用
期
間
等
を
改
め
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
（
保
険
料
の
標
準
額
を
抜
粋
）

　

現　

行
：
第
５
号　

６
８
、４
０
０
円
（
月
額
５
、７
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　

改
正
後
：
第
５
号　

７
８
、０
０
０
円
（
月
額
６
、５
０
０
円
）

　

反
対
討
論�

：
本
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
料
が
値
上

げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
行
政
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

保
険
料
を
据
え
置
く
た
め
の
対
策
や
、
本
町
独
自
の
減
免
対

策
等
で
は
な
い
か
と
考
え
る
た
め
本
条
例
の
一
部
改
正
に
は

反
対
で
あ
る
。

　

賛
成
討
論 

：
今
回
保
険
料
の
増
額
を
行
わ
ず
に
、
３
年
後
に
保
険
料

の
見
直
し
を
行
っ
た
場
合
、
本
町
に
お
け
る
介
護
保
険
事
業

に
関
す
る
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
急
激
な
増
額
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
か
な
り
の
負
担
増
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
保
険
料
の
増
額
を
認
め

て
お
く
こ
と
で
、
仮
に
３
年
後
の
見
直
し
で
保
険
料
が
増
額

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
緩
や
か
な
増
額
に
な
り
、
保
険
者
へ

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
本
条
例
の
一
部
改
正
に
は
賛
成
で
あ
る
。
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が
任
期
満
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　

所　

野
方
６
２
２
０
番
地
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　

名　

松
山　

正
文　

氏(

72
歳)

�　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　

所　

菱
田
２
６
５
２
番
地
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　

名　

濱
口　

博　

氏(

69
歳)

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住���

所　

仮
宿
６
６
４
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏���

名　

二
見　

い
す
ず　

氏(

61
歳)

こんなこと
 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
同
意

 

副
町
長
に
同
意

 

教
育
委
員
会
委
員
に
同
意

副
町
長
と
し
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　

所　

横
瀬
１
６
０
４
番
地
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　

名　

千
歳　

史
郎　

氏
（
62
歳
）

�

●
地
域
活
性
化
施
設
野
方
あ
ら
さ
の
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

管　

理　

者　

株
式
会
社　

ロ
ー
ソ
ン
南
九
州

　

指
定
の
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で

●
大
崎
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

管　

理　

者　

社
会
福
祉
法
人　

大
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

指
定
の
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

●
大
崎
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

管　

理　

者　

公
益
社
団
法
人　

大
崎
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

指
定
の
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

�

2018年
３月

定例会
３月6日～
   ３月23日
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常任委員会報告
　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

●
平
成
29
年
度
大
崎
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

◇
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
報
酬(

１
２
２
万
３
千
円
減
額)

質
：
推
進
委
員
報
酬
の
減
額
の
理
由
は
何
か
。

答�
：
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
９
月
に
13

名
委
嘱
を
行
っ
た
が
、
欠
員
７
名
の
報
酬
分
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

◇
観
光
施
設
あ
り
方
検
討
会
出
会
謝
礼(

８
千
円
減
額)

質
：
あ
り
方
検
討
会
で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
検
討
さ
れ
た
か
。

答�

：
昨
年
４
回
検
討
会
を
実
施
し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
本
町
が

所
有
す
る
観
光
施
設
（
あ
す
ぱ
る
大
崎
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
プ
ー
ル
等
）

は
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
整
備
方
針
や
運
営
方
針
に
つ

い
て
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
の
提
言
を
い
た
だ
い
た
。

●
平
成
30
年
度
大
崎
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

質�

：
平
成
30
年
度
か
ら
財
政
責
任
主
体
が
県
に
移
行
さ
れ
る
が
、
特
定

健
診
審
査
等
事
業
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
へ
の
特
定
健
診
の
受
診
率
に

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る
か
。
ま
た
、
特
定
健
診
の
受
診
率
を
引
き
上
げ
る

た
め
の
目
標
を
定
め
て
い
る
か
。

答�

：
平
成
30
年
度
か
ら
財
政
運
営
の
主
体
は
県
に
移
行
さ
れ
、
保
険
事

業
に
つ
い
て
は
市
町
村
の
運
営
と
な
る
。
特
定
健
診
受
診
率
に
応
じ
て

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
い
が
、
国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
よ
り
、
効

果
が
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
点
数
を
つ
け
て
交
付
金
等
を
上
げ
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

目
標
と
し
て
は
、
長
期
的
な
視
野
に
お
い
て
、
70
％
を
目
標
に
今
後

も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
文
教
経
済
常
任
委
員
会

●
平
成
30
年
度
大
崎
町
水
道
事
業
会
計
予
算

質�

：
水
道
水
の
塩
素
濃
度
に
つ
い
て
、
給
水
過
程
の
ど
の
部
分
で
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
測
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答�

：
濃
度
は
、
各
配
水
系
統
で
測
定
し
、
水
道
課
の
モ
ニ
タ
ー
で
状
況

把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、
月
１
回
の
水
質
検
査
や
各
配
水
系
統
の
末
端

で
、
住
民
の
方
に
毎
日
時
間
を
決
め
て
、
塩
素
濃
度
、
水
の
色
、
異
物

混
入
の
有
無
等
を
検
査
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
上
水
道
の
水
質
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
く
。

●
平
成
30
年
度
大
崎
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

質�

：
平
成
30
年
度
に
予
想
さ
れ
る
新
規
の
接
続
戸
数
と
枝
線
工
事
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答�

：
丸
尾
地
区
が
８
戸
、
堂
地
地
区
が
６
戸
の
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

枝
線
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
造
成
地
ま
で
延
伸
す
る

予
定
で
あ
る
。

3 月定例会で付託された議案の審議内容（抜粋）
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３
議
員
が
登
壇

　

町
政
を
問
う議会を傍聴して

　　 みませんか!!
　手続きは簡単です ｡
　�本会議の当日、傍聴者カードに住所･氏名を記入していただく
だけです｡議会を傍聴することは、町政を知るよい機会です｡
　�定例会は年４回（３月、６月、９月、１２月）行なわれます｡
　�また、一般質問のある日程のときは、事前に防災無線でもお
知らせしています｡どうぞお気軽にお越しください｡
　次回の定例会は６月です｡

一  般  質  問

稲　留　光　晴　議員　　　Ｐ 8

・国民健康保険税率はどうなるか
・介護保険料値上げの意図を問う
・中学生就学援助時期を問う

児　玉　孝　德　議員　　　Ｐ 9

・ごみ問題を問う

中　山　美　幸　議員　　　Ｐ 10

・施政方針及び予算説明を問う
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30
年
度
か
ら
国
保
税
は

町
が
徴
収
し
て
県
へ
国
保

事
業
納
付
金
と
し
て
納
め

る
こ
と
に
な
る
が
保
険
税

率
は
ど
う
な
る
か
。

保
険
税
率
は
据
え
置
く

保
健
福
祉
課
長

　

こ
れ
ま
で
の
保
険
税
率

で
充
足
で
き
る
と
判
断
し
、

据
え
置
く
も
の
と
し
た
。

４
方
式
で
い
く
の
か

稲
留
議
員

　

県
は
３
方
式
で
自
治
体

に
保
険
料
率
を
参
考
に
示

し
て
い
る
が
、
29
年
度
の

国
保
税
税
率
と
同
様
４
方

式
で
や
る
と
理
解
し
て
い

い
の
か
。

そ
の
通
り
で
あ
る
。

保
健
福
祉
課
長

　

県
の
国
保
運
営
方
針
は

35
年
度
ま
で
に
、
県
内
３

方
式
に
統
一
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
い
ろ
い
ろ
と
検

討
し
て
い
く
。

介
護
保
険
料
の
値
上
げ

に
は
反
対
で
あ
る

稲
留
議
員

　

今
期
30
年
度
か
ら
32
年

度
（
第
７
期
）
は
値
上
げ

に
な
っ
て
い
る
。
値
上
げ

に
は
反
対
で
あ
る
。
な
ぜ

値
上
げ
す
る
の
か
。

介
護
給
付
見
込
料
が
膨

む町
長

　

高
齢
者
の
増
加
と
、
介

護
報
酬
改
定
に
伴
い
報
酬

額
が
０
・
５
４
％
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
ま
た
１
号
被

保
険
者
負
担
割
合
が
22
％

か
ら
23
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
た
め
、
介
護
給
付
費

見
込
料
を
も
と
に
保
険
料

を
設
定
し
た
。

住
民
負
担
軽
減
に
取
り

組
ん
だ
の
か

稲
留
議
員

　

負
担
軽
減
に
取
り
組
む

と
い
う
考
え
を
持
つ
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
値
上

げ
を
せ
ず
に
す
む
検
討
を

さ
れ
た
の
か
。

保
険
料
に
つ
い
て
、
相

当
検
討
を
し
た

町
長

　

本
町
に
お
い
て
毎
年
３

％
ず
つ
は
介
護
給
付
費
が

増
え
て
い
る
。
今
後
の
介

護
保
険
事
業
、
介
護
を
受

け
る
方
の
サ
ー
ビ
ス
も
で

き
な
く
な
る
。
双
方
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

勘
案
し
な
が
ら
保
険
料
に

つ
い
て
、
相
当
検
討
し
た
。

保
険
料
を
据
え
置
く
自

治
体
も
あ
る
が
ど
う
か

稲
留
議
員

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、

栄
養
指
導
、
口
腔
ケ
ア
な

ど
、
介
護
予
防
に
力
を
入

れ
て
保
険
料
を
据
え
置
く
。

基
金
と
か
に
力
を
い
れ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
ど

う
か
。

介
護
予
防
事
業
を
充
実

さ
せ
る

保
健
福
祉
課
長

　

介
護
予
防
事
業
の
充
実

が
保
険
料
の
上
が
る
抑
制

に
な
る
と
考
え
る
の
で
、

介
護
認
定
を
受
け
る
方
々

を
減
ら
す
こ
と
も
目
標
で

あ
る
か
ら
、
今
後
も
力
を

入
れ
て
い
く
。

中
学
生
就
学
援
助
金
３

月
支
給
は
で
き
な
い
か

稲
留
議
員

　

７
月
給
付
か
ら
５
月
末

給
付
に
前
倒
し
が
実
現
し

た
が
、
必
要
な
備
品
購
入

時
期
に
お
金
が
あ
る
か
無

い
か
で
辛
い
思
い
が
あ
る

　

３
月
中
に
支
給
で
き
な

い
か
。　

中
学
生
入
学
前
支
給
を

実
施
す
る

教
育
長

　

中
学
生
の
新
入
学
用
品

に
つ
い
て
は
今
回
か
ら
入

学
前
支
給
を
実
施
す
る
。

大
崎
中
生
徒
の
制
服
購

入
額
は
い
く
ら
か

稲
留
議
員

　

都
会
で
は
保
護
者
に
制

服
購
入
の
負
担
が
重
い
状

況
が
あ
る
。
大
崎
中
で
は

い
く
ら
か
。

表
の
通
り
で
あ
り
、一
部

助
成
し
て
い
る

教
育
長

　

29
年
度
か
ら
中
学
入
学

生
徒
の
保
護
者
に
制
服
購

入
費
一
部
助
成
し
生
徒
一

人
に
対
し
３
万
円
支
給
し

て
い
る
。

国
保
税
30
年
度
税
率
は
ど
う
な
る
か

保
険
税
率
は
据
え
置
く

30年度国保税率（４方式）

税　　率 医療分 支援金分 介護分 計

所得割率（％） 7.3 2.7 1.9 11.9

資産割率（％） 29.4 13.8 11.1 54.3

均等割額（円） 20,700 7,800 7,600 36,100

平等割額（円） 19,300 7,000 5,000 31,300

制服購入額（教育長答弁より）
男子生徒 女子生徒

購入（各１枚）

冬用上着 イートンジャケット
冬用スラックス 長袖セーラーブラウス
長袖カッターシャツ 冬用スカート・リボン
半袖開襟シャツ 半袖セーラーブラウス
夏用スラックス 夏用スカート

計（円） 38,988 48,978 
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環
境
問
題
、
ま
た
火
災

の
心
配
か
ら
、
ご
み
焼
却

に
つ
い
て
、
何
か
対
策
が

取
れ
な
い
か
。

啓
発
や
注
意
喚
起
、
指

導
を
行
っ
て
い
る

町
長

　

広
報
紙
に
よ
る
啓
発
、

防
災
無
線
放
送
に
よ
る
注

意
喚
起
の
他
、
通
報
が
あ

れ
ば
至
急
現
地
へ
出
向
き

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
野

焼
き
に
よ
る
延
焼
で
消
防

の
出
動
も
多
い
の
で
、
地

域
で
の
見
守
り
活
動
な
ど

が
必
要
と
考
え
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
効
果
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
か

児
玉
議
員

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
、
経
費

や
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
環
境
に
つ

い
て
の
効
果
は
ど
の
く
ら

い
か
。

ご
み
処
理
経
費
は
全
国

平
均
の
約
半
分
で
あ
る

町
長
　

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２

の
削
減
効
果
に
つ
い

て
は
、
増
加
理
論
も
あ
る

が
、
資
源
循
環
の
取
組
は

地
球
に
優
し
い
と
考
え
る
。 　

経
費
面
は
、
１
人
当
た

り
の
ご
み
処
理
経
費
は
、

全
国
平
均
の
約
半
分
で
あ

り
、
埋
立
処
分
場
の
延
命

化
や
雇
用
の
創
出
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

ご
み
出
し
困
難
者
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
見
直
し
を

児
玉
議
員

　

現
在
の
「
ご
み
出
し
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
に
は
該
当

し
な
い
が
、
ご
み
出
し
が
困

難
な
方
を
調
査
し
て
認
定

す
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

分
別
困
難
者
の
増
加
を
認

識
、
解
決
策
を
検
討
す
る

町
長

　

現
在
、
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
が
高
齢
化
や
認
知

症
に
よ
る
分
別
困
難
者
の

増
加
は
認
識
し
て
い
る
。
衛

生
自
治
会
の
意
見
を
聞
き

解
決
策
を
検
討
し
て
い
く
。

資
源
ご
み
回
収
日
と
別
に

持
込
回
収
場
所
の
設
置
を

児
玉
議
員　

　

ご
み
の
出
し
忘
れ
や
、

年
末
な
ど
は
置
き
場
も
な

い
家
庭
も
あ
る
が
、
資
源

ご
み
回
収
日
と
は
別
に
、

月
２
回
ほ
ど
特
定
の
場
所

に
持
ち
込
む
事
で
回
収
で

き
な
い
か
。

衛
生
自
治
会
と
協
議
す
る

町
長　

　

広
報
紙
に
収
集
日
を
掲

載
し
て
い
る
。
ご
み
分
別
ア

プ
リ
の
通
知
機
能
の
活
用

や
、
集
落
放
送
の
利
用
で
、

出
し
忘
れ
の
対
策
に
つ
な

が
る
と
思
う
。
回
収
の
機

会
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て

は
、
衛
生
自
治
会
の
意
見

を
聞
き
、
協
議
す
る
。

移
住
者
に
分
別
の
わ
か
ら

な
い
物
を
入
れ
る
袋
を

児
玉
議
員

　
「
大
崎
町
は
ご
み
の
分

別
が
大
変
だ
か
ら
住
み
た

く
な
い
」
と
、
移
住
を
た

め
ら
う
方
が
い
る
が
、
移

住
、
定
住
促
進
の
た
め
に
、

一
定
期
間
、「
分
別
の
わ

か
ら
な
い
物
を
入
れ
る

袋
」
を
無
料
配
布
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

十
分
説
明
し
て
い
る
が
、

衛
生
自
治
会
と
協
議
す
る

町
長

　

移
住
者
に
は
、
時
間
を

か
け
詳
細
に
説
明
し
て
い

る
。「
分
別
の
わ
か
ら
な

い
物
を
入
れ
る
袋
」
は
、

今
ま
で
の
取
組
に
逆
行
す

る
の
で
、
衛
生
自
治
会
と

協
議
し
、
慎
重
に
判
断
す

る
。

分
別
の
わ
か
ら
な
い
物

を
入
れ
る
袋
の
販
売
を

児
玉
議
員

　

菱
田
の
小
学
生
は
ご
み

を
拾
う
こ
と
で
、
表
彰
さ

れ
た
が
、
ご
み
を
捨
て
る

大
人
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
。
純
粋
な
子
ど
も
た
ち

が
、
影
響
を
受
け
な
い
よ

う
に
、
町
民
が
負
担
を
感

じ
、
ご
み
を
捨
て
る
こ
と

が
な
い
よ
う
「
分
別
の
わ

か
ら
な
い
物
を
入
れ
る

袋
」
を
、
後
か
ら
分
別
す

る
人
件
費
を
賄
え
、
町
が

負
担
し
な
い
程
度
の
金
額

で
、
販
売
す
る
考
え
は
な

い
か
。

衛
生
自
治
会
と
協
議
し

慎
重
に
判
断
す
る

町
長　

　

同
様
に
衛
生
自
治
会
と

協
議
し
、
慎
重
に
判
断
す

る
。

ご
み
分
別
で
の
町
民
負
担
の
少
な
い
町
に

衛
生
自
治
会
と
協
議
す
る

ごみ拾いをする小学生

住民による資源ごみの分別

児玉　孝德�議員
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町
長
は
、
人
、
物
に
視

点
を
置
い
て
平
成
30
年
度

予
算
を
編
成
し
た
と
、
施

政
方
針
の
中
で
述
べ
て
い

る
。
そ
の
中
で
環
境
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て

い
く
と
も
述
べ
て
い
る
が
、

平
成
29
年
度
当
初
、
そ
お

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が

海
外
で
操
業
開
始
し
雇
用

も
創
出
で
き
る
と
示
し
て

い
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
一

時
預
か
り
と
な
っ
て
い
る

建
設
課
長

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
デ
ポ
ッ

ク
市
で
企
業
化
す
る
事
で
採

択
は
受
け
て
い
る
が
、
環
境

林
業
省
で
一
時
預
か
り
と
な

っ
て
い
る
。

子
育
て
世
代
の
お
し
め
回

収
日
を
増
や
せ

中
山
議
員

　

町
長
は
平
成
28
年
12
月

の
同
僚
議
員
へ
の
答
弁
で

廃
棄
物
諸
費
用
が
県
平
均

よ
り
年
間
約
１
億
円
の
財

源
が
浮
い
て
い
る
と
、
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
住
民

の
労
力
奉
仕
で
あ
り
、
ゴ

ミ
分
別
に
対
す
る
負
の
部

分
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い

な
い
。
30
年
度
方
針
で
は

子
育
て
分
野
に
力
を
注
ぐ

と
し
て
い
る
が
、
幼
児
や

家
族
介
護
の
高
齢
者
の
お

し
め
回
収
日
を
増
加
す
べ

き
で
あ
る
。

改
善
す
る

町
長

　

お
し
め
は
一
般
ゴ
ミ
と
し

て
一
週
間
に
１
回
の
回
収
で

あ
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
ま
で
は
、
一
週
間
に
２
回

に
す
る
な
ど
担
当
課
と
協
議

し
て
改
善
す
る
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
い
つ
か

中
山
議
員

　

数
年
前
の
提
案
に
よ
り
、

小
中
学
校
の
図
書
室
の
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
て
も
ら

っ
た
。
町
長
は
大
規
模
改

修
と
同
時
に
エ
ア
コ
ン
設

置
を
す
る
と
し
て
い
る
事

か
ら
、
公
の
学
校
の
子
ど

も
た
ち
は
平
等
で
あ
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
が
、
※

カ

ー
ボ
ン
対
策
に
よ
る
エ
ア

コ
ン
設
置
は
い
つ
か
。

平
成
31
年
４
月
に
稼
働
す

る
予
定
で
あ
る

建
設
課
長

　

事
業
の
工
期
を
含
め
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
つ
い
て
、

９
月
着
工
１
月
末
完
成
を
目

指
し
４
月
１
日
を
も
っ
て
全

校
す
べ
て
稼
働
で
き
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
委
託
料
の

使
途
を
示
せ

中
山
議
員

　

農
業
水
産
業
費
の
有
害
鳥

獣
関
係
予
算
６
７
５
万
円
の

内
３
４
９
万
５
０
０
０
円
の

使
途
に
つ
い
て
示
せ
。

民
間
の
有
害
鳥
獣
対
策
指

導
者
を
養
成
設
置
す
る

農
林
振
興
課
長

　

こ
れ
ま
で
野
方
猟
友
会

に
サ
ル
に
対
す
る
巡
回
を

委
託
し
て
い
た
が
、
そ
の
効

果
も
あ
り
サ
ル
の
被
害
は

減
少
傾
向
で
あ
る
が
、
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
が
増
加
し
て
い

る
事
か
ら
、
有
害
鳥
獣
対

策
指
導
者
を
養
成
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
で
エ
リ
ア

限
定
は
改
め
る
べ
き

中
山
議
員

　

30
年
２
月
末
の
実
績
を
見

る
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
の

増
加
が
よ
く
わ
か
る
。
特
に

持
留
、
黒
石
の
住
民
の
方
々

か
ら
は
、
野
方
猟
友
会
と
大

崎
猟
友
会
の
エ
リ
ア
限
定
境

界
上
で
あ
り
対
応
が
薄
い
。

ま
た
持
留
以
南
で
の
サ
ル
の

出
没
が
あ
っ
た
が
巡
回
も
無

い
。
こ
の
対
策
は
住
民
の
た

め
の
対
策
で
あ
り
、
経
費
は

一
般
会
計
か
ら
の
支
出
で
あ

り
不
合
理
で
あ
る
。
早
急
に

改
善
さ
れ
た
い

両
猟
友
会
が
話
し
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

町
長

　

猟
友
会
は
元
々
一
本
化
で

ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。
エ
リ

ア
境
界
の
対
応
に
つ
い
て
ジ

レ
ン
マ
は
理
解
で
き
る
。
何

ら
か
の
解
決
策
を
講
ず
る
べ

き
と
は
感
じ
て
い
る
。
両
方

の
猟
友
会
が
話
し
合
わ
な
け

れ
ば
前
に
進
め
ら
れ
な
い
。

エ
リ
ア
限
定
で
捕
獲
指
示

を
出
し
て
い
る

農
林
振
興
課
長

　

捕
獲
指
示
は
両
方
の
猟
友

会
に
限
定
の
指
示
を
出
し
て

い
る
。
両
方
の
猟
友
会
が
日

頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
あ
っ
て
い
る
状
況

で
は
無
く
実
態
は
難
し
い
。

集
落
単
位
で
捕
獲
チ
ー
ム

を
作
れ

中
山
議
員

　

集
落
も
し
く
は
隣
接
集
落

で
対
策
チ
ー
ム
を
構
築
し
町

全
域
で
協
議
会
の
構
築
を
望

む
。

両
猟
友
会
と
は
別
に
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。

町
長

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
意
識
付
け
と
共

に
、
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

お
し
め
の
回
収
日
を
増
や
せ
な
い
か

回
収
回
数
を
増
や
す
よ
う
改
善
す
る

中山　美幸�議員

エアコンが設置された図書室で学ぶ児童

箱わなで捕獲されたイノシシ

※�

カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

強
化
事
業
と
は

　

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
に
係
る
企

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
の
た
め

の
体
制
整
備
に
向
け
た
調
査
検
討
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
の
導
入
を

支
援
す
る
事
業
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町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

去
る
１
月
30
日
、
県
町
村
議
会
議
長

会
主
催
に
よ
る
町
村
議
会
議
員
研
修
会

が
、
鹿
児
島
市
の
ウ
エ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご

し
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
で
は
、「
大
相
撲
の
魅
力
～
放

送
席
か
ら
見
た
半
世
紀
」
と
題
し
て
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
日
本
福
祉
大

学
客
員
教
授　

杉
山　

邦
博
氏
に
よ
る

講
演
と
、「
チ
ベ
ッ
ト
と
日
本
、
異
文

化
を
超
え
て
」
と
題
し
て
チ
ベ
ッ
ト
声

楽
家　

バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

県
内
事
務
調
査

　

１
月
31
日
、
曽
於
市
に
あ
る
『
た
か

ら
べ
森
の
学
校
』
に
お
い
て
研
修
を
行

っ
た
。
今
回
は
、
設
立
の
経
緯
や
施
設

の
概
要
、
職
業
訓
練
の
運
営
状
況
等
に

つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
施
設
の
視
察
を
行
い
、
最
後
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

こ
の
学
校
は
、
旧
財
部
北
中
学
校
の

施
設
を
活
用
し
て
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
け
る
閉
校
施

設
の
有
効
的
な
活
用
方
法
を
考
え
る
上

で
の
参
考
に
な
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、

農
業
に
関
す
る
職
業
訓
練
事
業
等
を
実

施
し
、
全
国
か
ら
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
訓
練
終
了
後
に
曽
於

市
に
移
住
し
た
方
も
お
り
、
本
町
で
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
定
住
促
進
や
交
流

人
口
の
増
加
と
い
っ
た
取
り
組
み
に
関

し
て
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
生

か
し
な
が
ら
、
様
々
な
提
言
を
し
て
い

く
。

町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

２
月
20
日
、
第
69
回
鹿
児
島
県
町
村

議
会
議
長
会
定
期
総
会
が
、
ウ
ェ
ル
ビ

ュ
ー
か
ご
し
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会

は
、
会
長
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
三
反

園
県
知
事
等
の
来
賓
祝
辞
の
後
、
鹿
児

島
県
と
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
議
会
議

長
会
に
よ
る
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
た
。
今
回
は
、
県
町
村
議
会
議
長
会

の
15
年
以
上
在
職
と
し
て
、
次
の
方
が

表
彰
さ
れ
た
。

　

○
中
倉　
　

毅　

議
員

　

○
上
原　

正
一　

議
員

　

○
中
山　

美
幸　

議
員

　

○
吉
原　

信
雄　

議
員

　

議
事
に
入
り
、
平
成
28
年
度
決
算
の

承
認
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
予
算
等
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て

町
村
の
最
終
意
思
決
定
を
預
か
る
議
会

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

総
力
を
結
集
し
て
、
地
方
創
生
の
更
な

る
推
進
等
９
項
目
の
実
現
を
期
す
る
た

め
の
議
決
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

本
町
へ
の
議
会
研
修

●�

福
岡
県
八
女
市
議
会
（
１
月
26
日
）

　

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

研
修
の
た
め
、
議
員
９
名
、
議
会
事
務

局
職
員
他
３
名
来
町
さ
れ
た
。

●�

喜
界
町
議
会
（
１
月
29
日
）

　

ご
み
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

こ
と
及
び
ふ
る
さ
と
納
税
・
返
礼
品
の

ネ
ッ
ト
通
販
に
関
す
る
研
修
の
た
め
、

議
員
12
名
、
議
会
事
務
局
他
４
名
来
町

さ
れ
た
。

●�

広
島
県
廿は
つ

日か

市い
ち

市
議
会

（
２
月
８
～
９
日
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
の
取
り
組
み

及
び
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
の
取
り
組
み

に
関
す
る
研
修
の
た
め
、
議
員
６
名
来

町
さ
れ
た
。

●
熊
本
県
湯
前
町
議
会�

（
２
月
９
日
）

　

ご
み
０
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研

修
の
た
め
、
議
員
10
名
、
町
長
他
４
名

来
町
さ
れ
た
。

●�

香
川
県
土と
の

庄し
ょ
う

町
議
会
（
２
月
16
日
）

　

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
な

ど
に
関
す
る
研
修
の
た
め
、
議
員
６
名
、

町
長
他
４
名
来
町
さ
れ
た
。

議 会 の う ご き

ウェルビューかごしまにて

たからべ森の学校にて
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大
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小
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集　

 

後　

 

記

　

私
は
、
平
成
24
年
４
月
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
間
、
校
長
先
生
を
始
め
先
生

方
や
保
護
者
の
方
々
、
そ
し
て
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

行
え
る
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
沖
小
学
校
の
主
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

中
沖
夏
祭
り
、
分
館
合
同
運
動
会
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
門
松
づ
く
り
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
夏
休
み
中
に
開
催
す
る
中
沖

夏
祭
り
は
子
ど
も
達
が
中
心
と
な
り
、

祭
り
の
進
行
か
ら
出
店
の
運
営
ま
で
行

い
ま
す
。
特
に
各
学
年
ご
と
に
舞
台
上

私
の
想
い

動
会
で
４
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
達
が
当
時
の
い
で
た
ち
で
披
露
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
か
ら
大
変
喜

ば
れ
、
棒
踊
り
の
継
承
活
動
を
通
し
て

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
伝
統
芸
能
を
継

承
し
て
い
け
る
の
も
先
生
方
や
地
域
の

皆
様
方
の
協
力
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
伝
統
芸
能
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、そ
し
て
中
沖
小
の
子
ど
も
達
が「
考

え
る
子
」「
や
さ
し
い
子
」「
元
気
な
子
」

に
成
長
し
て
い
く
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
つ

と
な
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

で
披
露
す
る
合
唱
な
ど
は
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
分
達
で
や
り
遂

げ
た
と
い
う
達
成
感
が
得
ら
れ
夏
休
み

の
良
い
思
い
出
作
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
分
館
と
の
合
同
運
動
会
は
昨
年
、

あ
い
に
く
の
雨
で
の
決
行
と
な
り
ま
し

た
が
、
小
学
校
の
種
目
を
優
先
し
て
行

い
ま
し
た
。
雨
の
中
で
の
競
技
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
、
思
い
出
に
残
る
運
動
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
12
月
に
は
、
門

松
づ
く
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま

し
た
。
門
松
づ
く
り
は
、
材
料
の
準
備

を
は
じ
め
竹
の
切
り
出
し
等
を
保
護
者

が
一
致
団
結
し
て
行
い
、
立
派
な
門
松

を
正
門
に
設
置
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
親
と

子
ど
も
が
協
力
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
作
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
こ
の
他
に
も
中
沖
で
は
古
く
か

ら
踊
り
継
が
れ
て
い
る
棒
踊
り
が
あ
り

ま
す
。
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た

が
１
９
９
５
年
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い

て
復
活
さ
せ
た
経
緯
が
あ
り
、
現
在
運

　

草
木
の
緑
も
一
段
と
濃
く
、
初
夏
の
陽

気
に
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
、
水
ぬ
る
む

時
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
い
の
ぼ
り
が
泳

い
で
い
る
光
景
も
ち
ら
ほ
ら
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
季
節
の
変
わ
り

目
は
体
調
を
崩
し
が
ち
で
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
に
十
分
留
意
さ

れ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
三
月
議
会

報
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
報
に
対
し
て
ご
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。�

（
宮
本
昭
一
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

吉
原
信
雄　

副
委
員
長　

児
玉
孝
德

委　

員　

中
山
美
幸　

委　
　

員　

宮
本
昭
一

委　

員　

神
﨑
文
男　

委　
　

員　

稲
留
光
晴

【 

地
域
と
と
も
に
育
む

な
か
お
き
っ
こ 

】

中沖小学校ＰＴＡ
会　長

下　村　昭　一

町
民
の
広
場

12

編集作業の様子

分館合同運動会で棒踊りを披露


